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2025-26 年度 

福山西ロータリークラブ 

  例  会  情  報    
第 16３9 回（23） 

   

 

 

会 長   河 村 直 孝     幹 事  小 林 崇 

 

クラブ会長テーマ   

「 明るく楽しくみんなで奉仕 」 

日 時 2026 年 1 月 27 日（火） 12：30 ～ 

場 所 福山ニューキャッスルホテル 

例 会 行 事 点 鐘 ・ ソング 「 楽しい火曜日 」 

          「四つのテスト」唱和 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

会 長 報 告 

 幹 事 報 告 

出 席 報 告  

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告  

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 
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【 会 長 報 告 】 

皆様、こんにちは。本日も例会へのご出席、心より感謝申し上げます。 最近は街の至る所で

SDGs のロゴを見かけるようになりました。一見すると、どこか遠い世界の目標のように感じるか

もしれませんが、実は私たちのクラブが取り組んでいる活動こそが、SDGs の精神そのものである

と私は感じています。 

私たちが現在進めている 3 つの支援活動を、SDGs の視点で見つめ直してみましょう。 

• 子ども食堂への支援 これは目標 2 の「飢餓をゼロに」や、目標 1 の「貧困をなくそう」

に直結します。地域の子どもたちの心とお腹を満たすことは、次世代の命を守る最も直接

的な奉仕です。 

• 中学校吹奏楽祭りへの支援 これは目標 4 の「質の高い教育をみんなに」の一環と言えま

す。教科書での勉強だけでなく、音楽を通じて表現力や協調性を養う場を提供すること

は、子どもたちの豊かな人格形成、つまり「教育の質」を高めることに他なりません。 

• 外国人留学生スピーチコンテストの支援 これは目標 10 の「人や国の不平等をなくそう」

や、目標 17 の「パートナーシップで目標を達成しよう」に関わります。異なる文化を持

つ若者たちが、言葉を通じて理解し合う機会を作ることは、多文化共生社会を築くための

大切な一歩です。 

こうして振り返ってみると、私たちは「SDGs」という言葉が流行する前から、地域の課題に真摯

に向き合い、持続可能な社会のために汗を流してきました。 

私たちは何か特別な「新しいこと」を始める必要はありません。今行っている奉仕の一つひとつ

が、実は世界の共通目標へと繋がっている。そう再認識することで、日々の活動により深い意味と

誇りを感じられるのではないでしょうか。 

「超我の奉仕」という私たちの伝統的な精神は、今や世界が最も必要としている価値観です。 こ

れからも、子どもたちの笑顔のため、そして多様性を認め合える社会のために、手を取り合って進

んでまいりましょう。 本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

【 幹 事 報 告 】   
No. 内       容 
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 

《 SDGｓについての卓話 》 

 

【有限会社アサヒフィルターサービス】 

代表取締役 宮﨑 基 

 

≪わが社の SDGs≫ 

弊社は、2021 年 5 月にホームページ上に SDGs2030 を公表しました。 

同友会では、長年、県の政策委員長をしており、早い段階で SDGs につい

ては、認知していました。掲げなかったのは、SDGs が新しいものではな

く、企業としては当たり前の理念だと思っていたからです。わが社の経営指

針書を見れば、SDGs だらけでありこれをアピールしなければ仕事がこなく

なるという変な風潮に疑問を感じていました。 

まあそんな変な風潮の中、やらなければならないこと、これからやることを整理して SDGs2030 と

して掲げました。中長期計画を立てるときも役に立ったのも事実です。 

 

今、日本は高市政権のもと大きく変わろとしています。特に、スタフグレーションの中、経済成長は、

急務だと思っています。しかし、戦後、経済成長のもといろいろな弊害を出してきたのも事実です。 

そこで、経済成長とは何かを今一度問いただす意味で SDGs2030 の目標を設定したことは意味があ

る事でした。目標は 6 点に絞って掲げました。 

1.気候変動に具体的な対策をするためには何をするか 

これについては①省エネ化 ②ペーパーレス化 ③環境配慮型商品の提供を進めています。 

2.働きがいを重視した経済成長とはなにか 

①働き方改革実践企業 ②若い世代の雇用促進 ③ディーセントワークの促進 

④女性活躍社会の促進 

3.経済成長を進める中で、すべてのひとに健康と福祉を享受してもらうためにはなにをするか 

①障がい者の雇用 ②健康管理ビジネスの展開 ③高齢化社会の課題解決 

4.新たな市場の創出とそのための技術革新をどう進めていくか 

新たな価値観の創造により新たな需要を生み出す、そのための革新的な技術の構築 

5.責任ある持続可能な生産方式や消費活動をどう組み立てていくか。循環型経済へどうシフトするか 

持続可能な生産方式や消費活動を通じて循環型経済にシフトしていく 

6.最後に、住み続けられるまちづくり、若者が定着してくれる魅力ある町を創出していくためには何を

していくかを掲げ、その行動目標をそれぞれに立てています。これが、弊社の中長期計画であり、 

SDGs です。計画を整理する意味では SDGs をつくることで非常に役に立ちました。 
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今や SDGs は、国を挙げて推し進め、まるで SDGs がなければ商売もできないような勢いですが、考

えてみると SDGs が最も進んでいた国が我が国日本だと思っています。 

ものを大切にする心、誰にでも優しく接する心、助け合う心、勤勉な心、などそれらは誰に強制される

出なく、子供のころから親から子へ子から孫へと受け継がれていく当たり前のこととして私たちの心の

中にあると思うのです。 

そもそも古事記や日本書紀に見られるように、天照大神ですら農業をしながら機織りの工場を経営して

いた。言ってみれば中小企業の女性経営者だった。まさしく、女性活躍社会の基礎をつくっているので

す。つまり、日本ができた時から SDGs をやっていた。 

また、鳥獣戯画のように動物たちも大切にしていた。縄文時代の遺跡からは、犬が死んだままの姿で掘

り起こされている遺跡も多く見つかっていることからもわかります。 

犬すらも家族として大切にしていたことが伺われるのです。自然を大切にし、自然の驚異も受け入れ、

自然と共に生活してきたのが日本人なのです。 

ここ数年、グローバルの嵐が吹き荒れ、脈々と流れ続けてきた日本人の心を置き忘れてきうに思うので

す。「働き方改革」に始まり「LGBTQ」にみられる多様性の社会の構築、それらは、別に法制化や上

から強制されなくても日本人の心があれば簡単に解決できるし、そうやってきたのが日本人なのです。

私も兄も残業は大嫌いです。だから早く帰って家族との時間を大切にする。従業員にも同じ思いをさせ

せたい。その心が生産性の向上を生む。 

障がい者を雇用すると、効率ではなく「人を生かす経営」を学ぶことができると思っています。 

今回の発表をまとめとするなら、日本人が、日本人として培ってきた思いで経営をすれば自ずと SDGs

に近づくということです。誰に強制されるのではなく、日本人として自然に経営すればそれが SDG の

理念につながるということです。 

とにかく、日本は依存体質の国に成り下がりました。自主性を放棄し、国ですら明確な方針を示すこと

なく、国連や他国の顔を伺いながら言われるままにやってきた。はっきり言って SDGs を本気でやっ

ているのは、世界中で日本だけです。外国から例のバッヂをつけていると日本では変な宗教が流行って

いるとはやし立てられる。確かに SDGs の目標を掲げることは経営の勉強にはなりましたが、やらさ

れてやっているのではなく、日本人として当たり前のことを自主的にやっているのだということを肝に

命じるべきだと思っています。 

先日、ダボス会議(世界経済フォーラム)で、アメリカのトランプ政権の商務長官であるラトニックは、

世界経済フォーラムは終わったと宣言しました。特にヨーロッパについては自らバッテリーさえ創れな

いのに何故ネット・ゼロに同意するのか、産業なきグリーン政策主義なき気候目標、そして北京に力を

外注しながらの道德的ポーズはやめるべきだと云いました。 

今や世界の潮流は大きく変わろうとしています。その中、日本人の経営者として、自主を持って、自社

独自の SDGs をつくらなければならないと思います。 
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【リノアーク株式会社】 

代表取締役 竹信 勝利 
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【 そ の 他 報 告 】 

《 各 種 表 彰 等 》 

【誕生日】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 1 月 30 日生まれ 塩川 裕樹 さん 》 

 

【皆出席】 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 連続 35 年 平田 恭彬 さん 》 
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【 ク ラ ブ 活 動 報 告 】 
特にありません。 
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